
ポ信州には旧'"こ笑かれた170*超える城や的跡がある。その梼面闊[VJ城については、

残念ながら明らかではない，しかし、松lll'f大"祓は平安時代木に仰,,城和;・o;込行の

子,.,.り）ネ綱が火"繹に分知され、姿城したと伝えられており、少なくともいくつかの城につ

いては．繕弁期には在地笛キ"'討如としての城の屯があったと考えられる。

,. 針州の城は、，.,,~ 他地域と同様、]!;北帆内乱期に梵述するJ釦i"M>磁且祗Tとこ

れを援けた付坂""'が大やfK<城にあり、人立城などの,.,こ拠って北朝傾と較ったふlじく、
宗J'.↓親モを文授L北悧"と戦った丸I久氏の本拠・・"、.,城上郭からは鎮む時代末-'i'

"時代"丑物が出土Lているc

す・姦訊凶也J期の城は、松凶城・大沢城などがこのo.Jllllまで割）得ると名えられる，

現j[月にする内信州の山城""は多く殺H期で形作られる。おそらくそれまでに築か

れた城の多くが政治軍'J<t,1勢"不安定化の記吝を受け、拡版を伐り以して次第にに人

化していったと名えられる，その '1< 1の裂伐は小笠原,u松尾•鈴貨•深志三氏）,Jj, し1• と

"'仁の乱の波及である。松尼城•鈴因城の大規悦化"廿うに及ばず．船'"城·城'"駁 （古
Ill牧I・松閾械・上•f北木城 ·島ill杖 · ぷ'"妓柑I久平城などの,i絨も埒築が閾）込された。
如の契費"、1551(天文20)年以怖の武"'氏e,11攻である,1571(元1!12)年には人(l

以1"21認の民付姓を徴Illし人島城IJ築を行うなど、,till氏Ii硲泣絨・飯Ill城など""'染

を行い、 ,.. 沿へのi'(,帽を整えている,Hflli本城においてL,f<ね馬Iiiしに式lllill築城術

が指摘されるなど、この期に城が大さく変貌したことも見逃すことはできない，

やがて、紘IUJ

一城令によって、東H本的な 1作 りの城は姿を柑し、販W城が石柑みの近l胆城祁へと変

貌していく。

Jl;f,1州の山城は、主に⑬昨給込部に立地するもの怠）残"状のほ硲地や尾椒."' 

陵の末端に立地するもの、③独立した,,,塊にヽ・,.地するもの、④,,, のT邸tゃ比視のキJlJ祁

に立旭するもの、Jこ尺分される。

このうらilil1州の城跡を蚊も井徴づけるものは①で、X磁HI沿い：こIll開する:,.峻な投

底 これを深く且If!・する文流存 そうした南侶州の地形がりみ；,wuした、いわゆる泊,,

城であふ船山城・人は奴 •松I閾域.rn北木城 ·飯泌城・fJi.lO城•松Ii!械・鈴紺城・.,久

平城などがこれに当たり、特に磁店(Ji.磁111,ii,')で発遠Lているo

(i)は．絨山城I古m拉J・如）城・今H城.,,,凶城などである。①と1--1は、平,,城に,.分

されるもので.,tc,

核である，

(a）は神之鰭域•久米ヶ坂など比校的規即）大さないわゆる'"域で、1位を乃みに利JU
した縄板が特徴的である，

④は大沢城・大河泊城·駒場城· j心と沢城 ·権現城 ·沿品城など./Ji.ID益地を取りを( •!•
央アルブス・内祁山地・・ト条,,,眼・lぶ茄打地・;,,郎山脈および内アルプスの、'"のm部や

鞍沼などを利Illしている。
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北鯖をl彫沢.,収を祈J郎（践（糾で,.祈された

役"-.lに位霞する。松I郎邸廷と伝えられ、主

祁.・"'祁～五"祁からなる；；；祁式の城である。亮城

''""'"かではないが、-~lfij代''期 u,世紀代）と
もいわれ、1-100(<沐 7)年,Okl/i合殺、1440(水哀)2)

年"'り城介戦に"小？源氏"布/J式将としてな殺し

ていふ l翠（天正16)出Sばi徳川氏によりとりされ、虎

駐となったo/'90年に公凶峻憧Iこ先立ち主郭が,.心

に試趾具花が、"辺改良1祁 で1し9湛・ 「"の城 ,•. 
介が安施された。

中位段丘の、HI沢Illとその文液北の沢に直された

軒状の役t粒に'1.地する,:t邪 : の郭・.Cの祁字か

らなる。榮城年代1が"らかでないが、 I/ft<;溢"'集Jな = 
と・::は小笠肌Jl清が鯰f祁1代の初めに決いたとあり、

＂え 1こlli,¥の"'"出であるとも"'・いずれにせよ,Ii
北刺1)/t小笠M niがこの城にKヽ｝たことは確尖である。

以後小笠ば氏はこの城に拠って成を似い、後に"'

111/l・O!IIIJ<l:tt),l.i'lO(和 1'18)年に小笠"'俯舶

が武鍼-I'll:に転月され"'城となったo 飯田市松尾代田
飯田市賽術情檎＂より"分

ト灸氏の店・祓であるC 上邪・二の邪・ぬ祁・Ill邪からな

る述祁式の内,,域であり、而鯖を市のIll、北偏を.tしの
沢により●iされている。各祁mtの空属が且.,.に残って

おり、よた-.,,祁：こ桝形が汲っている。小笠MICから

出しを{;(-に迎えた卜条氏が、1,175(文"17)年築城

して居城を大択城から作した。卜条氏は1迅l(J渾 12)

年帆安が小衿"'I註 11,IIILJ化されると名，；；；i:!IJJ 
が哀え州叩での久火が,,でl沼7(天lllSl年＆易と

なり、屯吠となった，
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